








 

妊婦がトキソプラズマ(Tp)原虫の感染をうけると流産・死産・奇形児出産の可能性がある

とされている。しかし本邦では,まだ,その病原性の発見の実態は充分に研究されていると

は言えない。胎児への影響は妊娠初期の初感染の場合に強いとされるが,Tp 原虫感染の大

部分が不顕性感染として経過するために,臨床症状から本原虫の急性感染を知ることは困

難である。 

 現在我々は Tp 原虫の急性感染を IgM 抗体の検出によって,主に診断せんとしているが,

その方法に多くの問題点が今日指摘されている。今回我々は,IgM 抗体検出法に関して,間

接赤曲球凝集法(IHA 法),(ラテックス凝集法(LA 法)),酵素抗体法(ELISA 法)の両者を併用

し,23 名に特異 IgM 抗体を検出した。さらに,この抗体陽性者中妊婦に関しては,アンケー

ト調査を施行して妊娠経過,出産後の母児の経過を追求した。 


